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============================================ 

１．農林水産省 和食文化継承リーダー研修の御案内 

============================================ 
 

農林水産省では、子どもたちや子育て世代に対して和食文化を伝える人材を育成 

  するため、栄養士等の方々を対象としたオンライン研修を実施しています。 

今年度は、29 県が対象となっておりますが、受講の空き状況によっては対象県外の 

方の受講も可能になる場合があります。 

研修は、基礎研修、実践研修、実地研修があり、基礎研修、実践研修はオンライ 

ンでの実施となります。 

さらに、基礎研修は Zoom で行われ、各講座とも約 10 分間の動画の視聴となっ 

ており、隙間時間での受講が可能です。 

手軽に和食文化を学ぶことができ、受講料も無料です。 

御興味のある方は、ぜひ！ 
 

研修の御案内はこちらから ↓ 

https://ouchidewashoku.maff.go.jp/seminar/ 
 
============================================ 

２．文化庁 コロナ禍を乗り越えるための文化芸術活動の充実支援事業 

============================================ 
 
【事業の概要】 

・第 2 次募集期間 令和 3 年９月６日(月)～令和 3 年９月17日(金) 



・支援対象： 

  (１)充実支援事業 

   不特定多数の者に公表する公演、演奏会、コンサート、ライブ、展覧会等の活動 

を行い、チケット収入等を上げることを前提とした積極的な活動で、新しい文化芸術 

活動のイノベーションを図るとともに、文化芸術活動の持続可能性を強化する取組 

(２)キャンセル料支援事業 

一定の条件を満たすキャンセル料支援事業対象地域で行う予定であった公演活 

動等(キャンセルになった場合の開催しなくても発生してしまった経費)及び動画作成 

・補助金上限：600 万円～2,500 万円 

・補助対象期間： 

緊急事態宣言の発令日(令和 3 年１月８日)まで遡り、令和 3 年１月８日 

から令和 3 年 12月31日まで 

【食文化の扱い】(想定される例) 

○ 岡山後楽園で備前焼の陶芸家を招いて開催するレストランイベント 

○ 料亭の大広間で日本料理のわざを披露するイベント(と そのオンライン配信) 

○ 飲食の場を使って他の文化を披露するイベント 

(例えば京都の料亭で舞妓文化を学ぶ講座) 
 

募集要項はこちらから ↓ 

https://aff.bunka.go.jp/uploads/AFF_youkou.pdf?2108102 
 
============================================ 

３．和食会議 ９月９日重陽の節供 我が家の和食写真投稿キャンペーン 

============================================ 
 

令和 3 年９月１日(水)～令和 3 年 10 月 15 日(金)の間、和食会議の「五節 

供に和食を」推進委員会は「９月９日重陽の節供 我が家の和食写真投稿キャンペ 

ーン」を実施いたします。 

詳しくは以下のキャンペーンサイト、プレスリリースをご覧ください。 
 

キャンペーンサイトはこちらから ↓ 

https://washoku-campaign.com/ 
 

プレスリリースはこちらから ↓ 

重陽の節句フォトキャンペーン開催 
 



============================================ 

４．和食会議 シンポジウム 「最新の食品成分表」と「健康」の関わり 

============================================ 
 

昭和 29 年に初めて公表された「日本食品標準成分表」は、令和２年 12 月に 

「日本食品標準成分表 2020 年版(八訂)」が公表されました。 

成分表は、日本人の食生活の現状(食文化も反映しています)を示す最新の食品 

成分データ集であり、健康によい「食」を考えるためにかかせない科学的根拠です。 

シンポジウムでは、最新の成分表の特徴と和食との関わりについて、この成分表の策 

定委員会のお二人(主査、主査代理)にお話いただきます。 

開催日時：令和 3 年 10 月 31 日(日) 13:30～(開場 13:15) 

会場  ：オンライン(Zoom のウェビナー) 

参加費 ：無料(定員 500 名、先着順) 
 

プログラムと参加申込みはこちらから ↓ 

https://washokujapan.jp/symposium/ 
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  ○  東北地域の和食文化メールマガジンへの御意見・御要望をお待ちして 

おります。 

         問い合わせ先：東北地域の和食文化ネットワーク事務局 

                              東北農政局経営・事業支援部地域食品・連携課 

                       担当：澤田、佐藤（成） 

        ＴＥＬ：022-221-6403（ダイヤルイン） 

        ＦＡＸ：022-722-7378 

        メールアドレス：keisyonw-tohoku@maff.go.jp  
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